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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年1月30日(2014.1.30)

【公開番号】特開2012-123061(P2012-123061A)
【公開日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2010-271843(P2010-271843)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ  26/08    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｂ   3/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月5日(2013.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色光を射出する光源部と、
　前記白色光の回折光を色分解された光束として発生する回折格子と、
　前記光束を偏向走査して各色の光束を時分割する手段と、
　前記偏向走査された光束を結像する結像光学系と、
　前記結像光学系の結像位置に配置され、画像信号に基づいて入射する各色の光束を画素
毎に変調して画像を生成する画像形成素子と、
を備えることを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　前記光源部が、
　楕円鏡と、
　該楕円鏡の一方の焦点位置に配置され白色光を発生する光源と、
　前記楕円鏡の他方の焦点位置に入射部を配置した輝度均一化素子と、
　前記輝度均一化素子の射出部に配置され、光束を絞るスリットと、
　前記絞られた光束を平行光とするコリメートレンズと、
から構成されることを特徴とする請求項１に記載の投影装置。
【請求項３】
　前記画像形成素子が液晶パネルであることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の
投影装置。
【請求項４】
　前記画像形成素子がＤＭＤであることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の投影
装置。
【請求項５】
　前記回折格子が反射型回折格子であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれ
かに記載の投影装置。
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【請求項６】
　画像表示素子の下流側に投影光学系を備えることを特徴とする請求項１から請求項５の
いずれかに記載の投影装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の投影装置と、
　この投影装置で投影される画像の周囲に背景パターンを表示する背景パターン表示装置
と、
を備えることを特徴とする色覚検査装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項１の発明は、白色光を射出する光源部と、前記白色光の回折光を色分解された光
束として発生する回折格子と、前記光束を偏向走査して各色の光束を時分割する手段と、
前記偏向走査された光束を結像する結像光学系と、前記結像光学系の結像位置に配置され
、画像信号に基づいて入射する各色の光束を画素毎に変調して画像を生成する画像形成素
子と、を備えることを特徴とする投影装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　以下本発明に係る投影装置の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は実施形態に
係る投影装置の光学系を示す模式図である。この実施形態に係る投影装置１００は、白色
光を発生する光源部１０と、この白色光の回折光を色分解された光束として発生する回折
格子２０と、前記光束を偏向走査して時分割する手段としてガルバノミラー３０と、前記
偏向走査された光束を結像する結像光学系４０と、前記結像光学系４０の結像位置に配置
され、画像信号に基づいて入射する各色の光束を画素毎に時分割変調して画像を生成する
画像形成素子５０と、画像形成素子５０が生成した画像を投影する図示していない投影光
学系とを備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　ガルバノミラー３０は、マグネット付きミラーをコイル等で発生する外部磁力で高速、
高精度に揺動駆動させる構造を備える。このガルバノミラー３０は、回折格子２０で色分
解された光束を時分割して画像形成素子５０に結像させる。なお、ガルバノミラーに代え
公知のポリゴンミラーを使用して、光束を時分割することができる。
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